
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
災
害
時
用
携
帯
ト
イ
レ
11

セ
ッ
ト

富
岡
町　

由
井
美
紗
子
様
ほ
か

35
名
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
１
日
か
ら

「
本
人
通
知
制
度
」が

始
ま
り
ま
す

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
謄
抄

本
等
を
本
人
以
外
（
本
人
の
代
理

人
や
第
三
者
）
に
交
付
し
た
事
実

を
、
事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
郵

便
で
お
知
ら
せ
す
る
「
本
人
通
知

制
度
」
が
７
月
１
日
㈫
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

等
の
不
正
請
求
お
よ
び
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
に
対

し
抑
止
力
を
持
た
せ
、
委
任
状
の

偽
造
や
不
必
要
な
身
元
調
査
等
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
方　
阿
南
市
に
住
民

登
録
（
消
除
さ
れ
た
住
民
票
を
含

む
）
ま
た
は
本
籍
（
除
か
れ
た
戸

籍
を
含
む
）
が
あ
る
方

登
録
方
法　
本
人
通
知
制
度
事
前

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
市
民
生
活
課
、
那
賀
川

支
所
、
羽
ノ
浦
支
所
、
各
住
民
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
連
絡
所
の
窓
口
で

登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の　

▼
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
旅
券
、
運
転
免
許

証
等
）

▼
窓
口
に
来
る
方
が
代
理
人
の
場

合
は
、
併
せ
て
代
理
権
限
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
登
録
期
間
は
、
登
録
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
た
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－
１
１
１
６
）
へ

毎
月
第
一
日
曜
日
は

家
庭
人
権
学
習
の
日

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
や

地
域
で
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
養
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
人
権
教

育
協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
親
の
愛
～

　
「
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
を
孤
児
と
い
う
。
伴

侶
を
亡
く
し
た
夫
を
寡
夫
、
妻
を
寡
婦
と
い
う
。

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
を
呼
ぶ
言
葉
は
な
い
。
そ

の
心
の
痛
み
を
言
葉
で
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
だ
」

　

こ
れ
は
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
に
ア
メ
リ
カ

で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
追
悼
式
典
で
、

当
時
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
が
述
べ
た
哀
悼
の
辞
の
一
節
で
す
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

２
７
４
９
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
り
、

阿
南
市
で
も
こ
の
事
件
で
最
愛
の
お
孫
さ
ん
を
亡

く
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
史
の
中
で
は
「
ア
メ
リ
カ
国

民
の
記
憶
に
残
る
日
」
は
、
１
９
４
１
年
12
月
７

日
（
日
本
時
間
12
月
８
日
）
の
真
珠
湾
攻
撃
、
１

９
６
３
年
11
月
22
日
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
暗
殺
事
件
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
２
０
０
１

年
９
月
11
日
を
永
遠
に
記
憶
に
留
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
16
日
、
韓
国
で
は
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没

事
故
が
起
こ
り
、
大
勢
の
高
校
生
の
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
最
愛
の
わ
が
子
を
亡
く
し
た
父
母

は
、
口
々
に
、
修
学
旅
行
に
出
た
わ
が
子
が
理
不

尽
な
事
故
で
亡
く
な
っ
た
精
神
的
な
苦
痛
は
言
葉

に
で
き
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

も
も
子
よ

お
ま
え
が
ぐ
ず
っ
て
し
か
た
な
い
と
き

わ
た
し
は
お
ま
え
に　

げ
ん
こ
つ
を
く
れ
る

だ
が　

桃
子

お
父
さ
ん
の
命
が
要
る
と
き
が
あ
っ
た
ら

い
つ
で
も
お
ま
え
に
あ
げ
る

―
八
木
重
吉
（
１
８
９
８
～
１
９
２
７
）
―

　

父
、
重
吉
の
長
女
、
桃
子
へ
の
愛
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
詩
で
す
。
重
吉
は
29
歳
の
若
さ
で
結
核
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
詩
作
期
間
は
わ
ず
か
６
年
足
ら

ず
と
短
い
で
す
が
、
そ
の
作
品
は
、
２
０
０
０
編

以
上
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

全
身
全
霊
を
も
っ
て
愛
し
た
桃
子
も
１
９
３
７

年
に
、
父
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
没
し
ま
し
た
。

　

胎
児
の
姿
は
祈
り
の
か
た
ち
と
い
わ
れ
ま
す
。

人
々
の
生
命
、
家
族
の
生
命
が
大
切
に
さ
れ
る
世

の
中
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。
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